
2政 策手段 に係る重点分野

■環境教育 ・環境学習の推進

～市民の ライフスタイル の改革 に向 けた取組の推進～

点

標

重

目
環境教育 ・環境学習の場や機会の充実、人材育成等の基盤整備を目指す。

施策 の概要

地域の環境問題や地球環境問題 を解決 していくためには、市民一人ひと りが環境に配慮 し

たライフスタイルを実践 し、また、事 業者 も資源 ・エネルギーを大量1こ消費する生産や流通

のあ り方を見直 し、環境にや さ しい事業活動を行 うことにより、社会全体を持続可能な循環

型のものに転換 してい くことが必要です。その基礎 をなすものと して、環境教育 ・学習は、

ますますその重要性が認識されています。

市 では、1995年 に、環境教 育 ・学習 を計画的 かつ効 果的に推進 してい くための がイ ド

ラインとな る 「川崎市環境教育 ・学習基本方針」 を策定 しま した。この基本方針に基づき、

毎年、環境教育 ・学習 に関する事業実施計画を策定 し、庁内関係機 関が実施する事業の連携

を図っています。

市が実施 している主な事業 と しては、環境副読本等の教材の作成 ・配布、社会教育施設等

におけるセミナ ーや学習会等の開催のほか、事業概要や環境構報等の発行1こより、環境教育

に資する情報の提供を行っています。

また、地域環境 リーダー育成講座及び花と緑の まちづくり講座を実施 してお り、講座の修

了者は、地域にお ける環境保全活動の リーダーと して活躍するなど、主体的に環境保全活動

に取り組んでいます。

重点的取組事項の実施状況

● 環境敦育 ・環境学習事業の内容の充実
・ 体験 型環 境学 習の推 進及 び副 読本等 の教 材 ・プ ログ ラムの 充実 ・強化

1環 境副読本 の編集 ・配布

(1)環 境副読本 「わた したちのくらしと環境 明るい未来 に向かって」(小 学校4・

5・6年 生用)、 「あ したをつかめ!Yea,WeCan!」(中 学校1・2・3年 生用)を

作成配布 しま した。

(2)社 会科副読本 「<ら しとごみ」 を小学校3・4年 生に配布 し、廃棄物の収集 ・処

理 ・リサイクル1こついての学習の資料 としています。

2体 験型環境学習の充実

(1)公 害研究所 では 「環境科学教室」、 「オー プンラボ」等を開催するとともに、水

環境の総合的な学習への協力として 「水環境セミナー3日 シリーズ」を開催 しました。

(2)川 崎市内の小学生への学習会 ・全国の中学生と高校生への修学旅行 での体験学習を

実施しました。(内 容は、環境教育 ・学習 ・水環境と化学物質の講義です)

3環 境学習 資料の作成

公害研究所では、市民団体等 を対象とした、 「空気のよごれ」、 「川の生きもの」、

「私 たちのごみ と環境」 などの環境 に関 する小冊子 を発行 してい ます。2004年 度

は 「川の生きものの下敷き」を増刷しました。

・ 学校 における 環境教 育 の充実 ・強 化

2003年 度は 、市 立小 学校114校 中114校 、市 立中 学校51校 中34校 が 、 「総合

的な学習の時間」 で学校 ・地域の特 色を活か し、 「環境学習」に取 り組んでいます。
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O主 な 内容は、
・水に関 すること(河 川、水源など)
・自然保護活動、森林に関すること(水 資源、森林破壊など)
・地 球規模の環境問題(地 球の温暖化、砂漠化、酸性雨など)

・大気に関すること(大 気汚染など)

・植物栽培、動物飼育、 ビオ トープなどに関すること等 です。

O主 な活動は、
・省工ネ活動、資源収集 ・リサイクル活動、地域との関わ りを持っ活動などの体験活

動
・地域 の人材活用、他地域の学校などとの交流、見学 ・調査活 動
・ボランテ ィア活動、表現活動(作 品化、発表会など)、関係機関の協 力や連携

・地球環境保全行動計画推進会議 ・市民部会の企画によるエコシ ョッピング ・ク ツキ

ングの実施 等です。

「総合的な学習の時間」 での環境学習についてもその取組を進めるため、環境副読本 ・

実践事例集を配布 し、副読本を活用 した環境学習への取組を啓発 するとともに、環境学

習支援のため、人材派遣などの協力を行 っています。

・幼 児環 境 教育 の推進

2004年 度は、モデル幼稚園に設置 した検討会(園 長、教師、保護者、市職員)に おいて

自然体験及び生活習慣に関するプログラムを作成いたしま した。2005年4月 か らカ リキュ

ラムに組み込れ、地域環境 リーダー、市職員の協力を得 なが ら実施 します。

実施状況 を考察 し、 プログラムの追加、修正を行い3月 に報告書を作成 します。この報

告書 をもとに市内幼稚 園に普及を図 ります。

・lT等 を 活 用 した 情 報 交 換 ・交 流 の 場 の 整 備

2003年 度 か ら、 市 の環 境 教 育 ・学 習 に関 す る総 合 的な 窓 ロ とな る ホ ーム ペ ー ジを開 設

しま した。

HPア ドレスhttp=〃www.city.kawasaki.jp/30/30kantYo/home/gakusyuu/toppage.htm

● 環境教育 ・環境学習推進のための基盤整備
・ 地域環 境 リーダーや緑 化推 進 リーダー等 環境教 育 ・環境 学 習や環境 保全 活動 の

核 となる人 材 の計画 的な 育成

「地域環境 リーダー育成講座」は、地域や職 場で環境 学習や環境保全活動 を率先 して

行うことの できる人材の育成 を目的に、市内在住又は在勤の方 を対象 に1995年 度 から

実施 してい ます。2004年 度 は17名 が講 座 を修 了 し、こ れ までの講 座修 了生 は135

名 とな りま した。 また、講 座修 了生 及び市民 を対象 に修了生 による企画 運営 で川崎 市

「地域環境全体会議講座」を開催し、約70名 が参加しました。

・ 環境教 育 ・環境 学 習、環境 保全 活動 を総合 的 に推進 す る拠点 づ く り

1川 崎市市立小学校 における省工ネ共和国

市立新町小学校は、1998年 に省エ ネ共和 国として(財)省 工ネルギ ーセンターに登

録(共 和国宣言)し ま した。2001年 度までに川崎 区の市立小学校 を中心に現在21

校(全 国で59校)が 登録 して、次のような活動 を行 っています。

O省 エネ共和 国の主な活動
・省工ネ共和国を校内外1こ表示

・「省工ネナ ビ」 を活用 した省エネ活動

・各校独 自の省工ネ活動の推進

・家庭、地域への省工ネ活動 への発信や連携推進
2省 エネルギ ー教育 モデル校

(財)省 工 ネル ギー センタ ーの募 集1こ応 じて、2001年 度に 市立新 町小学 校が 、

2002年 度 に は西御 幸小 学校と上作延 小学校がモデ ル校 とな り、それ ぞれ3年 間の

研究推進 に当たっています。2004年 度には、小田小学校 と菅生 中学校 がモデル校

1こな りました。

緑化 推進

リーダ ー
緑の保全及び緑

化の推進に関 し、
地域における市民
の自主的な活動の

指導的な役劃 を担
う。市では、講習
会の開催その他必
要な支援を行う。
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太 陽光 発電 シス

テ ム
太陽熱 を利用 し

て冷暖房や給湯を
行うシステム。専
用の機器 を用いる
タイブと構這、間
取り等の設計手法
によって太陽熱や
自然の通風を利用
するタイブがある。

O主 な活動
・「省工ネナ ビ」 を活用 した省 エネ活 動

・各校独 自の省エネ活動の推進

・家庭、地域への省 工ネ活動への発信 や連携推進 等
3環 境教育 ・環境学習 に関する学 際的な調査研究部門の設置

今 日の複 雑 ・多様 化 した環境 問題 に対 し、科学的な裏付 けを持 った行政施策 を展

開するため、(仮 称)環 境科学総合研究所の整備 に向け て検討 を行 っています。

この新 しい研 究所 の整備 に向けた検討 の中で、現在行 っている環境 ・教育 ・学習

事業の強化 を図 り、様 々な環境教育 ・学習事業の推進 を目指 してい きます。

● 環境保全 に関する活動等 を通 じた環境教 育 ・環境学習の促進
・ 住民 参加 の手 法を 取 り入 れた ビオ トープづ く りや 身近な 公 園緑地等 の管理 を

通 じた環 境教 育 ・環 境学 習の 促進

1ビ オ トープ利用 にっいて、 モデル校 を3校(戸 手小学校、住吉小学校、 西生田小

学校)設 けて実践研究に当たっています。

2「 総合的な学 習の 時間」の環境学習 におい て、既存の水生植物園や鑑賞池 ・流水

施設を活用 したビオ トープづくりを行 っている学校が18校 あ ります。
・「2001年 度教育研究課題」 「環境教育」 一ビオ トープを通 して 一西菅小学校

・地域の市民団体の協 力によるビオ トープ維持 一夢見が崎小学校

・ 川 崎 ら しい歴 史的 文化 的資源 や 自然資 源の選 定等 による環境 教 育 ・環境 学 習の

促進

1生 田緑地での自然観察会

2か って盛んであ った川崎臨海部の海苔づ くりにっいて 「海 苔っけ」体験を行 って

いる学校があ ります。
・地域の方の協 力を得た 「海苔っけ」体験 一殿町小学校、大師小学校 他
・川崎 マ リエンで行われる川崎海苔保存会による体験学習の紹介

3平 瀬 川、矢上川、多摩川等の河川にお ける環境学習
・市民団体 との連携 ・協力による河川の自然観察 ・地域清掃活 動等

・河川の下流 ・中流 に位置する小学校の交流 を通 じた体験学習

・河川の環境調査 、水質検査 などを通 した環境学習
。「水辺の楽校」への参加、広報など

・学校及び公共施設等への太陽光発電システム等 の自然エネルギー利用施設の

導入 による利用者の意識啓発の推進

12003年 度は、かわさき南部斎苑に太陽光発電システムと発電電力量の表示パネ

ルを設置しました。
2市 立学校の改築等にあわせて太陽光発電シヌテムを導入 し、あわせてソーラー街

灯の設置を進めています。
・太陽光発電システム実施校1999年 ～2004年 度7校

2005年 度予定1校
・ソーラー街灯設置校7校
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